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田中全国原告団代表より ～北陸原告団へのメッセージ～ 

3つのがんを克服した「がんサバイバー」のつぶやき 

全国Ｂ型肝炎訴訟原告団代表  田中 義信 

 

北陸原告団のみなさん、こんにちは。 

お元気でお過ごしでしょうか？ 
 

私は、11年前に 6センチの肝臓がんを切除、抗癌剤治療をして克服し

ましたが、今年になって、また二つのがんを克服することになるとは思い

もしませんでした。 

この 5月に直腸がん、S状結腸がんを切除し、治療を続けています。早

期に発見できたのは職場の「健康診断」でした。あまり自覚症状が無くて

も健康診断では血液検査等の数値で表れます。 

みなさん、ちょっと異変を感じた時はもちろんのこと、1 年に一回は健康診断に行きましょう。私は肝臓が

んの治療で 3 ヶ月に一回血液検査、半年に一回 CT 検査をしていますが、今回は健康診断で見つかり

ました。「すでに治療ができません」と言われ人生を終わらせなくて良かったと私はつくづくと感じていま

す。 

さて、肝臓がんになったおかげで、2008 年から始まった全国Ｂ型肝炎訴訟に翌年から加わることにな

りました。それは、病院のベッドの中で「同じ苦しんでいる方がいるのだ。いっしょに肝炎患者、感染者を

助けたい」という思いからでした。当時の仕事も、2015 年に早期退職をして、原告団活動と就労支援活

動が半ば生きがいとなっています。今回の二つのがんは、さらに私の生活や生き方を変えることでしょう。 

 

みなさんも健康には十分気をつけてくださいね。 

北陸原告団総会や、全国原告団交流集会等でお会いできることを楽しみにしています。 

北陸弁護団ホームページのご紹介 

私たち北陸弁護団では、Ｂ型肝炎訴訟の概要や提訴条件の案内、各種活動の

報告などのためにホームページを開設しています。 

これまで、ホームページでは、主に、新規提訴や裁判の期日の報告などを中心

に情報の更新を行っておりましたが、今後は、原告団・弁護団の活動報告や、医

療講演会の告知、北陸弁護団が作成したハンドブックの更新情報、Ｂ型肝炎の治

療などに関する最新情報の提供など、コンテンツを充実させていく予定です。原告

団の皆様にとって便利な情報も都度更新をしていきますので、是非、ご活用ください！ 

http://Ｂkan-hokuriku.info/ 

http://bkan-hokuriku.info 
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全国Ｂ型肝炎訴訟原告団代議員総会が開催されました 

2020 年 6 月 14 日、全国Ｂ型肝炎訴訟原告団代議員総会が Web 総会とし

て開催されました。 

代議員定数 80名のうち 79名が参加。第 1号議案から第 7号議案まで、全

ての議案について可決承認されました。 

例年は、全国各地から代議員が参加し、各地の活動報告を行っているので

すが、今年度は書面報告となりました。全国各地で活動自粛が続くなか、仲

間同士の繋がりを絶やさないよう工夫をこらして活動しているようです。 

また、全国原告団田中代表より、『2020年は肝炎対策基本法施行から10年

です。基本法 6 条は、「国民は、肝炎に対する正しい知識を持ち、肝炎患者

等が肝炎患者等を理由に差別されないように配慮するとともに、肝炎の予防

に必要な注意を払うように努め、必要に応じ、肝炎検査に努めなければなら

いない。」と定めています。今、新型コロナウイルス感染症は国内だけではなく世界の人々の最大の不安

要素でありますが、同じ感染症で苦しんできた患者、被害者、遺族として、正しい知識と配慮でこの危機を

乗り越えていきましょう。私たち原告団活動と同じ様に、困難をあきらめるのではなく、立ち止ってよいから、

いずれは立ち向かいましょう。決して無理はせず、お互いに尊敬し、助け合って、この困難を乗り越えまし

ょう！』とお言葉をいただき、総会が終了致しました。  【 北陸原告団代表 川上ゆきえ 】 

2020 年度北陸原告団総会・議決結果報告等 

今年度の全国Ｂ型肝炎訴訟北陸原告団総会は、書面決議による総会となりました。 

皆様には活動報告・活動方針等を書面で報告し、議案への賛否を求めました。多くの方に議案へご回答

をいたけたことを感謝申し上げます。議決結果等は、以下のとおりでした。 

北陸原告団では、現在、毎月 1度のWeb役員世話人会議、オレンジ通信の発行、HP更新、肝炎患者

支援ハンドブック改訂等の活動を行っております。感染リスクを考慮して、基礎疾患がある者として感染リス

クが高い活動は控えていますが、【繋がり】を絶やさないようにしたいと思っています。HPの［原告団専用

ページ］を活用して皆様の声をお聞きしたいと思っております。皆様にお会いできる裁判期日、交流会等

が再開されましたらオレンジ通信や HPでご連絡させていただきます。【 北陸原告団代表 川上ゆきえ 】 

 

   北陸原告団数   794 名 

   返  送  数   217 名 

   定足数（1/5）   158 名 

 

議案 賛  成 反  対 代表一任 

第 1 号議案 97 0 120 

第 2 号議案 97 0 120 

第 3 号議案 97 0 120 

第 4 号議案 97 0 120 

第 5 号議案 97 0 120 
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請願署名が衆参両院で採択されました！  

皆様には、ウイルス性肝がん・重度肝硬変患者への支援と肝炎ウイルス検

査及び治療薬の研究開発の促進を求める請願署名活動にご協力をいただ

きありがとうございました。署名活動の時期が新型コロナの感染拡大時期と

重なり活動に制限がある中、皆様のご協力により、3 県で合計 524 筆の署

名が集まりました。全体の署名数は合計 51,776筆となり、衆参合計 49名の

国会議員に紹介議員になっていただき、第 201 回通常国会において、衆

議院・参議院両院とも請願が採択されました。 

今後も全てのウイルス性肝炎患者が安心して生活を送ることができる社会

の実現を目指し、原告団・弁護団で協力して様々な活動を行っていきたいと思います。引き続き、皆様の

ご協力をよろしくお願い致します。   【弁護士 渡邊智美】 

新型コロナの肝炎患者支援制度に対する影響 

社会に深刻な影響を与えている新型コロナウイルス。 

肝炎患者支援制度の関係でも、核酸アナログ製剤医療費助成等の受給者証の有効期限が 2020年 3月

1日から 2021年 2月 28日までに満了する方は、今回に限り、更新手続きが不要となり、有効期間が満了

日から 1年間延長されることとなりました。 

また、Ｂ型肝炎給付金について和解後に病態が重くなった方に給付される追加給付金の請求手続きも、

来年 2 月 28 日までの特例措置として、期間制限にかからないようにするため、所定の診断書の提出を後

回しにして、先に給付金申請だけを行い、後日所定の診断書を提出することが可能となりました。 

大変な難局ですが、明けない夜はありません。ともにこの難局を乗り越えましょう。  【弁護士 西山貞義】 

石川県肝臓週間パネル展が開催されました！ 

   
2020年７月 27日から 8月 2日まで、石川県肝臓週間パネル展が石川県庁 19階で開催されました。 

例年は医療講演会が開催されていますが、今年はコロナ禍により開催が中止されました。 

パネル展では、C型、B型肝炎の病気の進行、早期発見早期治療の重要性などが分かりやすく説明され

ていました。 

また、肝疾患に関する医療費助成制度の説明もありましたが、複雑な制度もありますので、通院されてい

る病院の肝炎医療コーディネーターさん等に気軽に尋ねてみてください。また、北陸原告団・弁護団が作

成している肝炎患者支援ハンドブックも改訂しましたので、ぜひ、活用してください。                                    

【 北陸原告団代表 川上ゆきえ 】 
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   「原告意見陳述」(法廷で述べられた「意見陳述」をご紹介します) 

                  【福井県・60代】 

Ｂ型肝炎ウイルスのキャリアだと判明したのは、昭

和 60 年頃でした。1 か月ほど入院して症状は治ま

りましたが、平成 8 年頃になって肝機能検査の数

値上昇を指摘され、現在に至るまで定期的に通院

し投薬を受ける生活を続けています。 

通院を始めた当初は、ウイルス性肝炎の治療に

対する医療費助成制度もなく、医療費は大きな負

担でした。また、受診のために半日休を取るなど、

仕事と治療の調整が大変でした。職場の上司には

Ｂ型肝炎のことは伝えましたが、同僚にはＢ型肝炎

のことは伝えませんでした。当時はＢ型肝炎に対

する差別や偏見が強かったため、素直に話す気

持ちにはならなかったのです。しばしば仕事を休

んで病院に通う私のことを不思議に感じた同僚も

いたと思いますし、私も仕事を休んで通院すること

に負い目を感じていました。 

Ｂ型肝炎ウイルスの感染や慢性肝炎の発症は、

私の人生に大きく影響しました。Ｂ型肝炎ウイルス

の持続感染を知ったことで、結婚や子どもを持つこ

とに対して消極的な気持ちを持っていたこともその

1つです。60歳を過ぎてから望外にも伴侶を得るこ

とが出来ましたが、もしＢ型肝炎ウイルスの感染や

肝炎の発症がなければどのような人生を送ってい

ただろうかと考えることもあります。 

平成 28年頃、Ｂ型肝炎訴訟のことを知り、弁護団

に依頼して提訴をしました。和解のために必要な

資料として診療録や戸籍謄本などたくさんの資料

を集めて弁護士に提出したのですが、資料を提出

してから 1年以上も国から回答がなかったのです。

いつ肝がんが発症するかもしれないと不安に思っ

ていたこともあって、国からの回答がないまま時間

だけが過ぎていくことに対して強いストレスを感じま

した。国に対しては、今後は迅速な和解手続きを

心がけていただくよう、切にお願いをいたします。 

給付金以外のことでも、医療費助成の更新手続

が煩瑣であることなど、Ｂ型肝炎ウイルスの患者と

して諸般の制度に対して改善点はまだまだ残され

ていると感じます。最後になりますが、国に対して、

肝炎患者が暮らしやすい制度を引き続き拡充され

るようご尽力いただくことをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我らの！弁護団員のご紹介 

蕪
かぶら

城
き

 哲
てっ

平
ぺい

 弁護士 弁護士法人金沢合同法律事務所(石川県) 

北陸弁護団での役割は？･･･今は特にありません。 

好きな食べ物は？･･･アヒージョです。 

趣味は？･･･５年ほど前から「フレッシュテニス」をはじめました。 

今までで 1 番嬉しかったことは？･･･司法試験に受かったことです。 

一目惚れをしたことは？･･･人にはありません。物にはありますが。 

弁護士になろうと思った理由は？･･･弁護士として働く先輩を見て「ああなり
たい」と思いました。 

最後に一言･･･これからもよろしくお願い致します。 

NO.11 
我らの弁護団員のご紹介をいたします。

弁護士の意外な一面を知ってより一層親

しみをもっていただければと思います。 

■Ｂ型肝炎訴訟の提訴者数・和解者数 

 （2020（令和 2）年 7月 17 日現在） 

【全国】提訴者数 31194人 

（被害者数 28409人） 

和解者数 26264人 

(被害者数 23610人) 

【北陸】提訴者数 799人 

(被害者数 714人) 

和解者数 610人 

(被害者数 535人) 
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今後の主なスケジュール 

【 裁判期日 】  

※いずれの裁判所についても、現在、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のために、傍聴者の人数が制

限されるなどの措置が取られており、今後、期日が

取り消されることもあり得ます。 

そのため、傍聴を希望される場合には、事前に担当

弁護士など弁護団にご連絡をお願いいたします。 

金沢地裁 

日 時：次回 9 月 11 日(金)午後 1 時半～  

次々回 12 月 4 日(金)午後 1 時半～ 

場 所：金沢地方裁判所 202 号法廷 

富山地裁 

日 時：次回 10 月 26 日(月)午後 1 時半～ 

場 所：富山地方裁判所 1 号法廷 

 

【 全国原告団活動 】 2020 年 12 月 5 日(土)～6 日 全国原告団交流集会（大阪） 

肝炎患者支援ハンドブック改訂、ほっとダイヤル開設！ 

2017年に北陸原告団・弁護団が発行・無償配布した「肝炎患者支援ハンド

ブック」。窓口がバラバラで全体像が分かりにくく複雑な支援制度を 1 冊にま

とめた冊子として大変好評をいただきました。 

このたび、私たちが長年にわたり実現を求め、国会請願署名運動などに懸

命に取り組んできた「肝がん・重度肝硬変入院医療費助成制度」が実現した

ことから、この制度の内容を加筆するなどして 3 年ぶりにハンドブックを改訂

いたしました。全ての患者が必要な支援制度を漏れなく利用できるよう「ウイ

ルス性肝炎患者 1 人に 1 冊」を合い言葉に医療機関、保健所等を通じて、

全て患者に無償配布したいと考えています。また、利用できる患者には漏れ

なくＢ肝給付金制度を利用していただきたいという思いで、気軽に弁護団に

相談できる「ほっとダイヤル」を新設しました。 

毎週木曜日(年末年始、休日等を除く)18時～20時、0120－63－0628で北陸弁護団所属の弁護士が無

料でご相談に応じます。ぜひお知り合いの患者等にご紹介ください！ 【弁護士 西山貞義】 

 

編集後記 

 

趣味発見。釣りを趣味に

することにしました。初

心者なので、毎回なぜか

地元の方が釣り場スポ

ットに導いてくれます。

釣りは奥が深くて簡単

には釣れませんが、のん

びりと過ごせる時間を

見つけることができま

した。【川上】 

外出の際、マスクが必須

となりました。我が家で

は、肌触りの良い布マス

クをつけるようになり

ました。柄の入ったかわ

いいマスクもしたりと、

少しでもこの新しい生

活様式を楽しむ工夫も

必要だと思う今日この

頃です。【藤田】 

電話着信件数 42 万件。うち

受けることができた相談

5000 件。4 月の全国一斉コ

ロナ電話相談で記録した前

代未聞の数字です。弁護士

等のボランティアで 6 月、

8月にも電話相談を実施。10

月にも実施予定。新型コロ

ナの社会的影響の最前線で

頑張っています。【西山】 

感染予防のために裁

判手続きが電話会議

で行われることが多

くなりました。オレン

ジ通信の編集会議は

創刊以来テレビ会議

で行ってきました。こ

の方式がもっと広が

るといいなあ。 

【村上】 

何かと「密」の回避が

騒がれる昨今、普段イ

ンドア派の我が家も

アウトドア志向に。バ

ーベキューや海など、

自然にふれあう楽し

さを久々に堪能した

夏になりました。 

【中澤】 


